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平
成
28
年
度
の
予
算
が
第
１
回
定
例
会

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
平
成
８
年
９
月
の
市
制
施
行

か
ら
20
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
た
り

ま
す
。

　

順
調
な
人
口
増
加
と
と
も
に
ま
ち
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
施
設
整
備
や
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
進
展
す
る
人
口
減
少
や
出
生

率
の
低
下
は
、
税
収
の
確
保
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
な
ど
、
地
方
自
治
体

に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
、
重
要
な
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
共

に
作
成
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
人
口
減
少
問

題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
総
合
計
画
に
お
け
る
「
ま
ち

づ
く
り
」
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
自
然
と
創

造
の
調
和
し
た
豊
か
な
都
市
」
を
実
現
す

る
た
め
、
引
き
続
き「
定
住
人
口
の
増
加
」

「
地
域
経
済
の
活
性
化
」「
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
」
を
重
点
的
な
施
策
と
し
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

「
定
住
人
口
の
増
加
」
で
は
、
ま
ち
の

魅
力
発
信
や
フ
ァ
ー
ス
ト
マ
イ
ホ
ー
ム
購

入
支
援
、
お
た
め
し
移
住
、
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
環
境
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

「
地
域
経
済
の
活
性
化
」
で
は
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
や
若
年
層
新
規
雇
用
助

成
、
働
き
た
い
女
性
へ
の
支
援
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」で
は
、

災
害
時
に
避
難
支
援
を
必
要
と
す
る
方
へ

の
対
策
、
道
路
や
水
道
と
い
っ
た
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
、
学
校
体
育
館
の
改
修
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

素
晴
ら
し
い
人
材
や
豊
か
な
緑
、
ゆ
と

り
あ
る
住
宅
環
境
、
恵
ま
れ
た
交
通
環
境

な
ど
、
当
市
に
は
多
く
の
資
源
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
資
源
を
活
用
し
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

北
広
島
市
長　

上　

野　

正　

三

問合せ　政策推進室企画課
（☎372‒3311・内線688)

北
広
島
の
ま
ち
づ
く
り

特
集北

広
島
の
ま
ち
づ
く
り

特
集
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平
成
28
年
度
の
予
算

　

平
成
28
年
度
の
全
会
計
の
予
算
総
額
は

４
２
０
億
２
３
３
４
万
円
で
、
昨
年
度
と

比
べ
、
9
億
６
５
５
５
万
円
増
加
し
ま
し

た
。
新
庁
舎
建
設
や
フ
ァ
ー
ス
ト
マ
イ
ホ

ー
ム
支
援
制
度
な
ど
の
継
続
事
業
費
と
、

北
広
島
団
地
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
空
き

家
の
流
動
化
促
進
な
ど
の
新
規
事
業
費
を

計
上
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
で
は
、
高
齢
化
の
た
め
介
護

保
険
の
保
険
給
付
費
が
増
額
し
て
い
ま
す
。

会　計　名 平成28年度
当初予算額

平成27年度
当初予算額 増　減 増減率

（％）
一般会計 251億0,530万円 241億9,817万円 9億0,713万円 3.7

特
別
会
計

国民健康保険 78億5,080万円 80億5,103万円 ‒2億0,023万円 ‒2.5
下水道 22億2,219万円 20億4,131万円 1億8,088万円 8.9
霊園 6,337万円 7,180万円 ‒843万円 ‒11.7
介護保険 42億1,509万円 40億5,496万円 1億6,013万円 3.9
後期高齢者
医療 7億5,244万円 7億8,337万円 ‒3,093万円 ‒3.9

小計 151億0,389万円 150億0,247万円 1億0,142万円 0.7
水道事業会計 18億1,415万円 18億5,715万円 ‒4,300万円 ‒2.3

合計 420億2,334万円 410億5,779万円 9億6,555万円 2.4

＊千円単位以下は四捨五入などで表示しています。

＊臨時財政対策債とは、
地方の財源不足を補て
んするため、特例的に
認められる地方債です。
一時的に市債として発
行し、後に全額が地方
交付税として国から交
付されます。

平成28年度　一般会計の概要平成28年度　一般会計の概要平成28年度　一般会計の概要

個人市民税の増、法
人市民税の減を見込
みました。
市税収入全体では昨
年度予算と比べて、
微増しています。

福祉関連や子育て支
援、医療費関連など
の経費を計上しまし
た。

地方消費税交付金な
どの増により、約３
億3,000万円の増を
見込みました。

建設事業債の増、臨
時財政対策債の減に
より、約２億7,000
万円の増を見込みま
した。

総額　251億0,530万円総額　251億0,530万円歳入 歳出

市税
74億1,007万円

国・道支出金
57億2,492万円

地方交付税など
58億9,860万円

（うち臨時財政対策債＊

8億7,000万円）

市債
36億4,540万円

その他
24億2,631万円

公債費
22億8,402万円

その他
22億7,236万円

総務費
37億9,369万円

職員費
40億2,607万円

土木費
29億3,952万円

教育費
18億4,253万円

民生費
79億4,711万円

市職員の給与や社会
保険料などを計上し
ました。

新庁舎建設や地方創
生などの経費を計上
しました。

道路や公園の整備・
修繕、除雪対策など
の経費を計上しまし
た。

小・中学校体育館の
大規模改造工事など
の経費を計上しまし
た。
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事業の一部を紹介します。
詳しくは、市ホームページ「市役所ご案内→行政資料室
→市の各種計画→総合計画関係→北広島市総合計画（第
５次）推進計画《平成28～30年度》」をご覧ください。

事業の一部を紹介します。
詳しくは、市ホームページ「市役所ご案内→行政資料室
→市の各種計画→総合計画関係→北広島市総合計画（第
５次）推進計画《平成28～30年度》」をご覧ください。

１　定住人口の増加

今年度の主な事業今年度の主な事業
北広島のまちづくり北広島のまちづくり

予算額 377万円

北海道特定不妊治療費
助成事業の決定を受け
た方を対象に費用を助
成します。

特定不妊治療費
の助成

新
規

予算額 300万円

大学入学を機に、親元
を離れて市内に居住す
る学生の引っ越し費用
を助成します。

大学生の市内居
住を推進

新
規

予算額 50万円

地域資源を生かして、
結婚を希望する方たち
の出会いの場をつくり
ます。

きたひろコンカ
ツの実施

新
規

予算額 166万円

子どもたちの将来の夢
の実現に向けて、今チ
ャレンジしてみたいこ
とをサポートします。

子ども夢・チャ
レンジの応援

新
規

予算額 973万円

若い世代から高齢者まで、誰もが暮らしやすいま
ちづくりに取り組みます。そのため、商業・医療・
福祉などが充実した、安心で快適な生活環境の実
現に向けた計画を作成します。

立地適正化計画の作成新
規

予算額 580万円

イメージアップ動画の
作成や団地体験ツアー
などを実施します。

北広島団地のイ
メージアップ

新
規

予算額 514万円

子育て世代と高齢者の
住み替えを促進するた
め、（仮称）住み替え支
援協議会を設立します。

住み替えを支援新
規

予算額 53万円

持続性のある公共交通
の在り方など、望まし
い公共交通の形成に向
けた計画を作成します。

公共交通網形成
計画の作成

新
規

予算額 163万円

首都圏を中心に、全国
で活躍する当市にゆか
りがある方とのネット
ワークを構築します。

（仮称）東京きた
ひろしま会の設立

新
規

予算額 1,193万円

安心して出産ができる
よう、妊婦健診の通院
費用を一部助成します。

産婦人科通院費
の助成

新
規

予算額 500万円

住宅用地の流動化を促
進するため、空き家の
解体費用を助成します。

空き家の解体を
支援

新
規

予算額 153万円

移住体験した方に当市
の生活や魅力について、
意見や感想を発信して
もらいます。

移住体験の推進継
続

インターネットや雑誌
などのメディアを活用
し、まちの魅力を発信
します。

予算額 731万円

継
続
シティセールスの
推進

ファーストマイホーム
購入支援

市内に初めて住宅を購入して
定住する50歳未満で、世帯に
18歳以下の子どもがいる方に
50万円を助成します。

予算額 3,510万円

継
続

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

北広島に住もう！

パパ、北広島がすごいこと考えてるよ♪

えっ、北広島に住宅を購入すると50万円！

札幌市へと続くエルフィンロード（自転車道） ＪＲ北広島駅前の図書館と芸術文化ホール

北広島市ファーストマイホーム支援制度

北広島市に
初めて住宅を購入する方に

50万円

予算額 467万円

子育て世帯を応援するため、
新生児１人につき１万円とフ
ァミリー・サポート・センター
の利用無料券を交付します。

子育て世帯を応援新
規

予算額 264万円

仕事と生活の両立を目
指し、企業実態調査や
セミナーを開催します。

ワーク・ライフ・
バランスの推進

拡
大
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２　地域経済の活性化

３　安全で安心なまちづくり

予算額 359万円

災害時に避難支援を必
要とする方を把握し、
関係機関と連携した避
難支援をします。

災害時避難支援
の推進

新
規

予算額 6億6,054万円

大曲東小学校と東部・
大曲・西の里中学校体
育館の大規模改造工事
を行います。

学校施設（体育
館）の大規模改造

継
続

予算額 983万円

指定避難所と福祉避難
所の防災備蓄品や、貸
し出し用の救助工具セ
ットを整備します。

防災資機材の
整備

継
続

新庁舎の建設

保健センターなどを含む
複合的な新庁舎を建設し
ます。今年度も引き続き
本体工事を行います。

予算額 27億7,823万円

継
続

除雪体制の充実

冬期間の快適で安全な交
通確保のため、バス路線
や通学路などの除雪体制
を充実させます。

予算額 6億3,296万円

継
続

予算額 1,520万円

老朽化した西の里団地
住民集会所の改修工事
を実施します。

集会所の改修新
規

予算額 763万円

北広島団地地区と東部地区に住む、70歳以上の高
齢者と65歳以上の運転免許証返納者に、市内のバ
ス利用運賃を助成します。高齢者は北広島団地線、
免許証返納者は市内を運行する全路線が対象です。

バス運賃の助成新
規

予算額 529万円

起業する際に、事業所
を増改築する費用の一
部を助成します。

起業を支援新
規

予算額 586万円

地域資源を生かしたサ
イクリングツアーの開
催や、サイクリングマ
ップを作成します。

サイクルツーリ
ズムの推進

新
規

予算額 696万円

９月１日で市制施行20
周年を迎えるに当たり、
記念式典や記念事業を
開催します。

市制施行20周年
記念事業の開催

新
規

予算額 1,401万円

住宅リフォーム費用の
一部として、最大10万
円を助成します。

住宅リフォーム
を支援

継
続

予算額 300万円

市内の中小企業が行う、
若年層世代の新規雇用
に対して助成します。

若年層新規雇用
の助成

継
続

予算額 1,038万円

出産や育児などで仕事
の空白期間がある女性
を対象に、座学研修や
実習を実施します。

女性のための再就
職支援

新
規

予算額 617万円

就業セミナーや合同企業
説明会、企業見学会を実
施し、働きたい女性に就
業機会を提供します。

女性のための就業
機会の提供

新
規

予算額 7,674万円

中央陸橋の補修工事、
輪厚橋・開拓橋の補修
設計を行います。

継
続橋

きょうりょう

梁の長寿命化
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問合せ　高齢者支援課
（☎372-3311・内線805）

高齢者の皆さんが明るく
健康に暮らしていくため
の、さまざまなサービス
があります。介護保険以
外の在宅福祉サービスを
紹介します。

サービス名・対象 内容 問合せ

配食サービス
　食事を作るのが困難で、家族からの支援が受け
　られない高齢者か障がい者だけの世帯

夕食の弁当を届けます
１食400円、年末年始を除き毎日利用できます

高齢者
支援課
内線805

訪問理容サービス
　寝たきりの高齢者か、重度の身体障がい者

理容師が訪問して散髪します
１回1,000円、年６回まで利用できます

紙おむつの購入費助成
　常時紙おむつを使用している寝たきりか重度の
　認知症高齢者、重度の身体・知的障がい者

市内の薬局などで使用できる紙おむつ購入助成券
を交付します
年間交付限度額　●住民税課税世帯＝３万円
　　　　　　　　●非課税世帯＝６万円

高齢者等地域見守り
　１人暮らしの高齢者か障がい者

新聞配達員や郵便局員が、配達・集金で訪問した
ときに、新聞がたまっているなど普段と様子が違
うと感じたら、高齢者支援課に連絡します

テレホンサービス
　１人暮らしの高齢者

ボランティアが電話します。日常生活で困ってい
ることなどを話してください。料金は無料です

おためし在宅サービス
　要介護認定を受け、介護保険施設や医療機関に
　入所・入院している高齢者

在宅での生活を目指して一時帰宅するときに、介
護保険の居宅サービスと同様のサービスが受けら
れます。自己負担は、掛かった費用の１割か２割
です
＊助成限度額があります。

緊急通報システム
　近隣にお住まいの緊急協力員を確保できる１人
　暮らしの高齢者か重度の身体障がい者で、持病
　がある方

急病などの緊急事態を通報できる装置や、ペンダ
ント型発信機を貸し出します。熱・煙・ガスセン
サーも一緒に取り付けることができます。所得に
応じて自己負担があります

除雪サービス
　除雪が困難な低所得の高齢者か重度の身体障が
　い者だけの世帯

玄関から公道までの、通路を除雪します
＊詳しくは、本紙10月１日号でお知らせします。

高齢者日常生活用具の給付
　防火などに配慮が必要な１人暮らしの高齢者

電磁調理器や火災警報器、自動消火器を給付しま
す。所得に応じて自己負担があります

成年後見制度
　認知症や知的・精神障がいなどにより、判断能
　力が十分でない方

自分の財産を管理したり、福祉サービスを利用し
たりするときに後見人が援助します

高齢者
支援課
内線811
・

福祉課
内線812救急情報キット・エルフィンバトン

　高齢者だけの世帯か、次のいずれかに該当する方
　●身体障害者手帳か療育手帳、精神障害者保健
　福祉手帳のいずれかを持っている　●特別児童
　扶養手当か特別障害者手当、障害児福祉手当の
　いずれかを受給している　●障がい福祉サービ
　ス等、自立支援医療、特定疾患医療のいずれか
　の受給者証を持っている 

持病や飲んでいる薬の内容などを
記入して、冷蔵庫に保管するケー
スです
緊急時に話ができない状況でも、
駆け付けた救急隊員などに必要な
情報を伝えられます

日常生活の自立支援
　日常生活で、判断に不安がある高齢者か障がい者

生活支援員が自宅を訪問し、福祉サービスの利用
援助や日常的な金銭管理などの支援をします。１
時間1,200円と生活支援員の交通費が掛かります

社会福祉
協議会
☎372-
1698車いすの無料貸し出し

　一時的に車いすが必要な方
最長６カ月間、無料で貸し出します
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介護・健康・医療
など、高齢者や家
族からの相談に、
保健師や社会福祉
士、主任介護支援
専門員などが応じ
ます。

サービス名・対象 内容 問合せ

移送サービス
　要介護４以上か、下肢か体幹に重度の障がいが
　あって、移動に車いすなどを利用し、ホームヘ
　ルパーの介助が必要な方

市が指定する地域内の医療機関に通院するときや、
入・退院、施設入所、補装具の判定のために移動
するときに利用できます。行き先によって、１回
 250～1,000円が掛かります

福祉課
内線665

家庭ごみの庭先収集
　要介護認定を受けているか身体障害者手帳をお
　持ちで、自分でごみステーションまで運べず、支
　援も受けられない方

自宅の玄関先から、ごみを収集します 環境課
内線826

ごみ袋の助成
　紙おむつの購入費助成を受けているか、要介護
　４以上で常時紙おむつを使用している方

指定ごみ袋を
交付します

環境課
内線827

サービス名・対象 内容 問合せ

認知症高齢者等ＳＯＳネットワーク
　外出したまま自宅に戻れなくなる恐れがある高
　齢者か障がい者

行方不明になったとき、地域の協力を得て早期発
見・保護するためのものです
万が一に備えて、事前の登録をお勧めします

高齢者
支援課
内線805

いどころ発信システム導入費の助成
　外出したまま自宅に戻れなくなる恐れがある40
　歳以上を介護する方

居場所を確認できる、検索システム端末機を導入
する費用を助成します
限度額は7,000円です

介護する家族を支援する事業
　家族を介護している方

介護についての勉強会や情報交換をして、介護し
ている方の負担を軽減します

高齢者
支援課
内線811

認知症支え合い事業
　認知症の方か、認知症の
　疑いがある方

市が開催する講座を受講した認知症支え合い員が
訪問して、話し相手や見守りをします
１回300円が掛かります

地域支
え合い
センター
☎378-
4277

サービス名・対象 内容 問合せ

ミニデイサービス・地域お茶の間
　高齢者

家に閉じこもらず、周りの人と触れ合いながら地
域で暮らし続けるための市民の自主的な取り組み
です。生きがいづくりや心身機能を維持・向上す
るためのゲーム、手芸などがあります

高齢者
支援課
内線805

ふれあい温泉入浴助成
　65歳以上
　対象の温泉施設　●竹山高原温泉（富ヶ岡）
　●札幌北広島クラッセホテル楓

ふうふ う

楓（中の沢。土・
　日曜、祝日を除く）　●里の森天然温泉森のゆ
　（西の里。パークゴルフ場利用者の温浴施設）

１回300円を助成する温泉入浴助成券を交付します
＊助成券は、温泉施設で交付します。自動車運転
免許証や健康保険証など、住所・氏名・年齢が確
認できるものをお持ちください。12枚つづりで全
施設共通です。

助成券の交付は年１回に限ります

長寿祝い金
　満100歳の誕生日を迎えた方

祝い金を贈呈します

ごみを収集します

名称・連絡先 担当地区
みなみ高齢者支援センター
白樺町１丁目8-2・☎372-8110

北広島団地地区

きた高齢者支援センター
西の里347-4・☎375-5888

共栄、共栄町、東共栄、北の
里、美咲き野、西の里地区

にし高齢者支援センター
大曲南ヶ丘１丁目1-5・☎370-3922

大曲地区、西部地区

ひがし高齢者支援センター
新富町西１丁目1-12・☎211-8520

美沢、中央、朝日町、稲穂町
西・東、新富町西・東、南の
里、東の里、中の沢、富ヶ岡
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米
作
り
を
指
導

　

毎
年
秋
、
旧
島
松
駅
逓
所
横
の
見
本

田
で
、
西
部
小
学
校
の
児
童
が
赤
毛
種

の
稲
刈
り
を
行
っ
て
い
る
。
刈
り
取
っ

た
稲
は
、
束
に
し
て
横
棒
に
掛
け
て
乾

燥
さ
せ
る
。
慣
れ
な
い
作
業
だ
が
、
自

分
た
ち
で
植
え
た
稲
が
立
派
に
育
ち
、

満
足
そ
う
だ
。

　

子
ど
も
た
ち
に
田
植
え
か
ら
稲
刈
り

ま
で
を
教
え
る
の
は
、
北
広
島
市
水
稲

赤
毛
種
保
存
会
会
長
の
住
田
昇
さ
ん
。

先
祖
は
和
田
郁
次
郎
翁
と
共
に
入
植
し

た
開
拓
農
家
。
自
身
の
水
田
で
も
赤
毛

種
を
作
り
、
保
存
に
努
め
て
い
る
。

　
　

北
広
島
ゆ
か
り
の
赤
毛
種

　

明
治
時
代
、
北
広
島
で
中
山
久
蔵
翁

が
寒
地
稲
作
に
成
功
し
た
赤
毛
種
。
食

味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
最
高
位
を
受
賞
し
全

国
に
広
ま
っ
た
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
は
、

そ
の
子
孫
に
当
た
る
。

　

北
海
道
米
の
ル
ー
ツ
と
い
わ
れ
る
赤

毛
種
だ
が
、
栽
培
が
難
し
い
た
め
生
産

さ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
成
長
が
早

く
、
し
っ
か
り
管
理
し
な
い
と
稲
刈
り

の
前
に
倒
れ
て
し
ま
う
こ
と
や
、
の
ぎ

　

（
も
み
の
先
端
に
つ
い
て
い
る
ひ
げ
の

よ
う
な
部
分
）
が
長
く
、
機
械
で
脱
穀

で
き
な
い
こ
と
が
理
由
だ
。

　

北
広
島
ゆ
か
り
の
赤
毛
種
を
絶
や
し

た
く
な
い
と
声
が
上
が
っ
た
の
は
昭
和

58
年
こ
ろ
。
広
島
県
か
ら
集
団
移
住
し

て
１
０
０
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
見
本
田
を
復
活
さ
せ
、
保
存
・
栽

培
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　

住
田
さ
ん
が
赤
毛
種
を
作
り
始
め
た

の
は
平
成
11
年
か
ら
。「
赤
毛
種
は
手
間

が
掛
か
り
ま
す
が
、
続
け
た
こ
と
で
、

多
く
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し

た
。
中
山
久
蔵
翁
の
故
郷
で
あ
る
大
阪

府
・
太
子
町
と
の
交
流
も
生
ま
れ
た
ん

で
す
よ
」
と
振
り
返
る
。

　

秋
の
稲
刈
り
が
終
わ
れ
ば
、
す
ぐ
に

翌
年
の
準
備
に
取
り
掛
か
る
。
種
も
み

を
準
備
し
、
春
先
に
水
に
漬
け
て
発
芽

さ
せ
田
植
え
に
備
え
る
。
植
え
た
後
は

定
期
的
に
雑
草
取
り
。
そ
ん
な
努
力
が

保
存
を
支
え
て
き
た
。　
　

　
　

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る

　

近
年
、
北
海
道
米
の
お
い
し
さ
が
全

国
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
中

山
久
蔵
翁
の
功
績
を
も
っ
と
多
く
の
人

に
知
っ
て
ほ
し
い
と
住
田
さ
ん
は
願
う
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
赤
毛

種
の
こ
と
を
伝
え
る
た
め
、
市
内
外
の

小
学
校
で
米
作
り
を
指
導
し
て
い
る
。

　

「
子
ど
も
た
ち
が
学
ん
だ
成
果
を
発
表

す
る
授
業
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
る
で
米
博
士
の
よ
う
に
、
と
て

も
詳
し
く
調
べ
て
い
て
、
う
れ
し
か
っ

た
で
す
ね
」。

　

保
存
会
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
赤
毛
種

は
、
年
に
１
回
市
内
の
小
学
校
の
給
食

で
提
供
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は

　

「
久
蔵
さ
ん
が
作
っ
た
の
と
同
じ
米
な

ん
だ
ね
」
と
開
拓
当
時
を
思
い
な
が
ら

味
わ
う
そ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
が
赤
毛
種
に
つ
い
て
学

び
、
郷
土
の
誇
り
と
感
じ
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
ほ
し
い
。

毎年春に見本田で行われる西部小児
童による田植え

赤毛種について解説する
住田さん

秋の稲刈りで、稲の束を
横棒に掛ける様子

すみだ・のぼる
中の沢在住。
開拓農家の４代目。北広島市水稲赤
毛種保存会の会長として、赤毛種の
生産を続けるほか、市内外の小学校
で赤毛種の栽培を指導している。
長年にわたり統計調査員も務め、昨
年10月には、北海道社会貢献賞を受
賞した。

赤毛種の保存に尽くす

住田　昇 さん

赤毛種を後世に伝えたい
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緑ヶ丘小学校６年

みんな仲良し
緑ヶ丘小

油　大空さん
（児童会長）
坐口

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
ぼ
く
は
緑
ヶ
丘
小
学
校

児
童
会
会
長
の
油
　
大
空
で
す
。
緑
ヶ
丘
小
学
校
は
、

高
台
小
学
校
と
緑
陽
小
学
校
が
統
合
し
た
学
校
で
す
。

別
々
の
学
校
で
し
た
が
、
み
ん
な
仲
が
良
く
て
、
他

の
学
年
の
子
と
話
す
こ
と
も
と
て
も
多
い
で
す
。
　

　
ま
た
、
転
校
生
が
来
て
も
す
ぐ
に
み
ん
な
と
仲
良

く
な
れ
る
学
校
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
授
業
と

休
み
時
間
の
切
り
替
え
が
で
き
る
な
ど
、
や
る
時
は

や
る
、
は
し
ゃ
ぐ
時
は
は
し
ゃ
ぐ
と
い
う
け
じ
め
をあいさつ運動の様子

持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
他
の
学
年
と
も

っ
と
仲
良
く
な
る
た
め
に
、

ふ
れ
あ
い
集
会
や
長
縄
集

会
、
緑
ヶ
丘
小
祭
り
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。
み
ん

な
の
仲
の
良
さ
を
保
て
る

よ
う
に
、
書
記
局
が
中
心

と
な
っ
て
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

坐口

　

北
広
島
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
キ
ー

ワ
ー
ド
「
赤
毛
種
」
と
「
中
山
久
蔵
翁
」。

　

こ
れ
を
柱
に
寒
地
稲
作
発
祥
の
地
・
北

広
島
を
Ｐ
Ｒ
し
、
商
工
業
の
発
展
に
つ
な

げ
よ
う
と
活
動
す
る
の
は
「
き
た
ひ
ろ
し

ま
開
拓
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」
の
皆
さ

ん
で
す
。
北
広
島
商
工
会
が
平
成
24
年
に

立
ち
上
げ
、
市
内
の
商
工
業
者
な
ど
が
所

属
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
会
員
企
業

と
協
力
し
て
赤
毛
種
の
米
粉
で
作
っ
た
菓

子
や
パ
ン
な
ど
を
商
品
化
し
ま
し
た
。

　

１
月
に
市
内
で
開
か
れ
た
地
場
産
品
を

地
域
活
性
化
に
生
か
す
交
流
会
で
は
、
菓

子
な
ど
を
紹
介
。
試
食
し
た
市
民
か
ら
は

　

「
赤
毛
種
の
米
を
使
っ
た
お
い
し
い
食
品

が
、
こ
ん
な
に
あ
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ

た
」
と
好
評
で
し
た
。

　

こ
と
し
は
初
め
て
、
甘
酒
「
ま
い
ピ
ー

の
赤
」
を
作
り
ま
し
た
。
淡
い
ピ
ン
ク
色

で
、
程
よ
い
甘
さ
が
特
長
。「
北
広
島
ふ
れ

あ
い
雪
ま
つ
り
」
で
、
用
意
し
た
２
０
０

本
は
完
売
し
ま
し
た
。
赤
毛
種
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
北
広
島
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
き
た
ひ
ろ　

ま
い
ピ
ー
」
の
製
品
も

次
々
と
開
発
。
今
後
、
縫
い
ぐ
る
み
も
販

売
予
定
で
す
。「
赤
毛
種
は
大
量
生
産
が
で

き
な
い
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、

北
広
島
の
素
晴
ら
し
い
歴
史
を
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
人
に
伝
え
な
が
ら
、
ま
ち
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
商
工
会
の
工
藤

功
治
さ
ん
。

　

北
広
島
の
新
た
な
可
能
性
を
広
げ
る
活

動
か
ら
、
目
が
離
せ
ま
せ
ん
ね
。

クッキー

ふれあい雪まつりで、多くの市民が買い求めた甘酒

赤毛種の米粉から作られた菓
子やパン
＊販売店など、詳しくは北広
島商工会へ（☎ 373-3333）。

パン

ロールケーキ

シフォンケーキ

NO.108
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所有者などに、改善する
よう助言・指導します。

措置命令に従わず、また
著しく公益に反すると認
められる場合、市が代わ
りに必要な措置を取るこ
とができます。
＊費用は、所有者に請求
することができます。

それでも改善されない場
合、期限を定めて措置命
令を出すことができます｡

改善されない場合、勧告
します。

適切に管理されておらず、良好な
生活環境を確保するために、放置
することが著しく不適切な状態の
空き家などをいいます。
例えば…
●そのままだと倒壊する恐れがあ
り、著しく危険
●衛生上、有害となる恐れがある
●著しく景観を損なうなど

所有者などに、改善
するよう助言・指導
します。

特定空家等には該当しないもの
でも、適切に管理されておらず、
放置することが不適切な状態の
空き家などをいいます。

問合せ　市民課（☎372-3311・内線700）

市民課空家対策担当主査　村上清志

　空き家などの管理は所有者の責任です｡
万が一、他人に損害や危害を与えてしまっ
た場合、所有者が賠償責任を問われること
もあるので、定期的に状況を確認するよう
にしましょう。もしも危険な状態のときは、
早急に修繕や改修をしてください。
　敷地内の除草や樹木のせん定、屋根の雪
下ろしなども定期的に行い、適切な管理を
心掛けましょう。　

　少子化や所有者の高齢化などで、適切に管理されずに
放置される空き家などが増えてきています。市内でも、
屋根・壁が剝がれ落ちたり、空き家からの落雪が道路ま
で達したりするなどの問題が起きています。
　これらに対処するため、空き家などの管理に関する条
例を制定しました。良好な生活環境と安全で暮らしやす
いまちづくりのため、空き家対策に取り組んでいきます。

適切に管理されていない空き家などがあるときは、
市に相談してください。

空き家などの管理状況や所有者を調査します。

生命や財産などに危害を
及ぼすなど、危険な状態
が迫っている場合、特定
空家等・準特定空家等の
判定を待たずに、市が最
小限の必要な措置を取り
ます。

危険な状態が切迫しているときは

例えば…
●シートで覆う　
●ロープなどで補強　
●ハチの巣駆除　
●雪下ろしなど
＊費用は、所有者に請求
することができます。
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問合せ　商工業振興課（内線625）
生
活

問合せ　選挙管理委員会事務局（中央公民館内、☎372-3700・372-3701）

生
活

投票できる方　平成８年４月25日までに生まれ、日本
国籍を持ち、次のいずれかに該当する方
●生まれてから引き続き、北広島市に住所を有する
●１月11日までに北広島市に転入の届け出をし、４月
11日まで引き続き住んでいる
●平成27年12月24日以降に転出し、転出先の市町村の
選挙人名簿に登録されていない

投票区 投票所 投票所の区域
第１ 東部小学校講堂

（中央４丁目4）
中の沢、中央、美沢

第２ 北の里会館（北の里345‒6）北の里、西の里の一部
第３ 西の里ファミリー体育館

（西の里南１丁目2-3）
西の里、西の里北・東・南、
虹ヶ丘

第４ 富ケ岡会館
（新富町東２丁目3-7）

富ヶ岡、新富町西・東、南
の里

第５ 輪厚児童体育館
（輪厚中央４丁目12-19）

輪厚、輪厚中央、輪厚元町、
輪厚工業団地、島松、三島、
希望ヶ丘、仁別の一部

第６ 大曲ファミリー体育館
（大曲中央２丁目4-3）

大曲の一部（国道36号から
西）、大曲南ヶ丘、大曲中央、
大曲工業団地、大曲幸町、
大曲柏葉１丁目の一部

第７ 仁別集会所（仁別361-2）仁別
第８ 広葉中学校講堂

（広葉町５丁目1）
広葉町、栄町、輝美町、北
進町

第９ 北の台小学校講堂
（共栄町４丁目6-1）

共栄町、共栄の一部（輪厚
川用水路から西）

第10 双葉小学校講堂
（若葉町３丁目12）

若葉町、南町、青葉町、白
樺町

第11 緑ヶ丘小学校講堂
（高台町２丁目1）

高台町、里見町、泉町

第12 緑陽中学校ランチルーム
（緑陽町３丁目4）

緑陽町、松葉町、山手町

第13 大曲東小学校講堂
（大曲光２丁目8）

大曲緑ヶ丘２～７丁目、大
曲光、大曲並木

第14 北広島東記念館
（朝日町５丁目1‒2）

東の里、稲穂町西・東、朝
日町、中の沢の一部

第15 大曲小学校講堂
（大曲柏葉２丁目14‒6）

大曲柏葉（１丁目の一部）、
大曲末広５～７丁目、大曲
の一部（大曲小学校区のう
ち国道36号から東）

第16 東部中学校多目的ホール
（美咲き野１丁目12-1）

東共栄、美咲き野、共栄の
一部（輪厚川用水路から東）

第17 ふれあい学習センター（夢
プラザ）多目的ホール
（大曲370-2）

大曲末広１～４丁目、大曲
緑ヶ丘１丁目、大曲の一部
（大曲東小学校区）、西の里1097

〈他の市町村での不在者投票〉
選挙期間中に仕事や旅行などで他の市町村に滞在する
方は、滞在地の選挙管理委員会で不在者投票をするこ
とができます。北広島市の選挙管理委員会に投票用紙
を請求してください。
〈病院や施設などでの不在者投票〉
指定の病院や老人ホームなどに入院・入所していて投
票所で投票できない方は、病院や施設に申し出てくだ
さい。

〈期日前投票〉
仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭などで投票日に投票
できない場合は、期日前投票をしましょう。
日程　４月13日㈬～23日㈯　

日程・会場　
●大曲会館＝４月19日㈫
●農民研修センター＝４月20日㈬
●西の里会館＝４月21日㈭
時間　午前９時～午後７時

時間　午前８時30分～
　　　午後８時
会場　中央公民館
＊投票所入場券裏面の
宣誓書に記入し持参す
ると、受け付けが早く
済みます。投票所入場
券がなくても投票でき
ます。
◆各地区に特設会場を
設けます

●
市
役
所

セブン
イレブン
●
東記念館●

●

恵
庭
↓

↑
札
幌

道
道
江
別
恵
庭
線

中央
公民館

ご注意ください

対象となる雇用契約
●雇用保険の被保険者として雇用する
●雇用する期間に定めがないなど
対象となる労働者
●35歳未満で市内にお住まいか、雇用後、
市内に転入するなど
申込み　
５月２日から、所定の申請書で商工業振興課
＊詳しくは、市ホームページ「産業・ビジネス→融資制
度・助成制度」をご覧ください。
＊予算額に達したら締め切ります。
＊助成金の交付は、１事業所当たり３人までです。

対象となる事業所
●市内に事業所・事務所があり、継続して１
年以上事業を実施している
●北広島市企業立地促進条例に基づく奨励金
の交付を受けていない　
●２期連続で赤字でないか、債務超過ではない
●労働基準法や雇用保険法、厚生年金保険法
などの労働関係法令を遵守しているなど

５月１日以降に求人を開始し、12月31日までに雇用した
中小企業に、若年層新規雇用助成金を交付します。
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問合せ　企画課（内線841）参加
市民

右表のとおり実施します。詳しくは、各担当課に
お問い合わせください。
〈今月のパブリックコメント〉
◆公共施設等総合管理計画（案）
市が保有する公共施設を適正に配置し、効果的・
効率的に活用するための計画です。
提出方法　５月２日までに、自由様式で住所・氏
名・電話番号・意見を記入し、直接か郵送、ファ
クス、電子メールで企画課（〒061-1192住所不要・
FAX372-3850・電子メールkikaku@city.kitahiroshima.
hokkaido.jp・内線684）
＊内容や結果は、担当課と各出張所、団地住民セ
ンター、エルフィンパーク、図書館、中央公民館、
夢プラザ、市ホームページ「パブリックコメント」
でご覧になれます。

政策などの名称／担当課 市民参加の方法 予定時期

2017推進計画の作成
／企画課（内線688）

総合計画推進委員会 ４月から
きたひろしま市民会議 10月
パブリックコメント 12月

公共施設等総合管理計画の作成
／企画課（内線684）

パブリックコメント ４月
市民説明会 ５月

市民交流広場の整備　　　
／企画課（内線685）市民交流広場市民会議 ４月から

地域公共交通網形成計画の作成
／企画課（内線771）

地域公共交通活性化
協議会

29年１月
から

平成29年度当初予算の作成
／財政課（内線626）パブリックコメント 12月

市役所新庁舎多目的室の利用時間、
利用料金等を定める条例及び規則
の制定　　　／総務課（内線718）

パブリックコメント 12月

地域防災計画と水防計画の見直し
／防災・庁舎建設課（内線648）

パブリックコメント ７月
防災会議 ８月

第10次北広島市交通安全計画の作成
　　　　　／市民課（内線823）

交通安全計画策定懇話会 10月から
パブリックコメント 29年１月

事業系一般廃棄物・産業廃棄物処
理手数料の改定／環境課（内線827）パブリックコメント ７月

食育推進計画（第２次）の作成
　　　／健康推進課（内線809）

食育推進懇談会 ７月から
アンケート ７月
パブリックコメント 12月

東の里遊水地利活用基本計画の作成
　　　　　／庶務課（内線745）アンケート ７月

建築物エネルギー消費性能向上計
画及びエネルギー消費性能の認定
申請手数料徴収条例の制定

／建築課（内線653）
パブリックコメント ７月

長期優良住宅建築等計画認定申請
手数料徴収条例の一部改正

／建築課（内線653）
パブリックコメント ７月

商工業振興基本計画の見直し
　　／商工業振興課（内線858）

商工業振興審議会 ４月から
パブリックコメント ６月

消費生活センター条例の制定
　　／商工業振興課（内線858）パブリックコメント ４月

下水道事業財政計画の作成
　　　／下水道課（内線880）

下水道事業審議会 11月から
パブリックコメント 29年１月

下水道条例の一部改正
　　　／下水道課（内線880）パブリックコメント ７月

学校給食公会計化に関する条例及び規則
の制定／学校給食センター（☎373-2487）パブリックコメント ６月

市の政策などについて、具体的な意
見を提案できる制度です。
知識やアイデアを生かして、市政に
参加しませんか。
条件
●提案者を含む市民10人以上の署名がある
●市民参加条例第５条第１項に該当する
＊新たな制度に関する条例案、公共施設の計画案、
市政の基本となる計画などについて、現状や実施
した場合の効果なども含めて、具体的に提案して
ください。
提出方法
市民政策提案書と市民政策提案者署名簿を提出
提案書に記載すること
●市政の現状と課題　●提案する意見の内容　
●期待される効果など
＊提案書と署名簿の様式は、企画課と各出張所、
団地住民センター、エルフィンパーク、図書館、
中央公民館、夢プラザにあります。市ホームペー
ジ「申請書ダウンロード→企画課」からも印刷で
きます。

提出された提案は、さまざまな観点から検討
します。原則として、提案を受けた日から90
日以内に結果を回答・公表します。

退場時間　正午まで（日帰りは午後
５時まで）
申込方法　電話予約し、利用する日
までに使用許可申請書を提出
申込み　●開設期間＝キャンプ場管
理棟（☎377-8112）　●開設期間外
＝市教委社会教育課
＊炉場の使用も予約が必要です。

事前予約を受け付けます。
開設期間　●５月の土・日曜、祝日（翌
日が平日の場合は日帰りだけ）　●６
月の金・土・日曜（日曜は日帰りだけ）
●７月１日㈮～９月30日㈮
受付時間　午前９時30分～午後５時
入場時間　午後１時～５時（日帰りは
午前９時30分から）

問合せ　市教委社会教育課（内線673）
生
活

利用料
単位 金額

一般 宿泊１人１泊
＊日帰りは
半額です。

400円
小学生～高校生 200円65歳以上
未就学児童 ー 無料
貸しテント １張り１日 500円
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地域の課題解決や、より良い市民生
活を実現するため、公益活動団体が
企画・実施する事業を支援します。
対象　次のいずれにも該当する事業
●補助対象団体が自ら行う　
●市内広域を対象として行う　
●会員相互の共益や親睦だけの活動
でない　
●政治・宗教活動を目的としない
補助金額　次のいずれかを選択
●自由提案型事業コース＝補助対象
経費の２分の１以内（限度額20万円）
●テーマ設定型事業コース＝補助対
象経費の３分の２以内（限度額40万
円）

対象団体　市内で活動し、５人以上
で構成する公益活動団体（ＮＰＯ法
人や市民活動団体など）
審査　公開プレゼン
テーションを開催し、
市民協働推進会議委
員が審査
＊詳しくは、市ホー
ムページ「市役所ご案内→市民参加・
パブコメ・市民協働・ＮＰＯ→市民
協働」をご覧ください。
申込期限　４月28日
＊事前相談にも応じます。詳しくは、
電話でお問い合わせください。

公益活動団体の特性を生かした
事業を提案してください。
市と協働で実施し、市民のニー
ズに対応した公共サービスを提
供します。
対象　次のいずれにも該当する
事業
●提案した団体が自ら行う　
●協働の役割分担が明確である　
●政治・宗教活動を目的としない

募
集 問合せ　企画課（内線841）

持ち物　印鑑（69歳以下の方だけ）
申込み　直接、健康推進課か各出張所、団
地住民センター連絡所、エルフィンパーク
＊郵便、電話での申し込みは受け付けませ
ん。土・日曜、祝日の受け付けは、エルフ
ィンパークだけです。
＊申し込み後、受診券を送付します。送付
には10日間程度かかるので、余裕を持って
申し込んでください。
＊受診券が届いたら、自分で受診する医療
機関に予約してください。受診期限間近は
希望日に予約できない場合があります。

問合せ　健康推進課（内線807）
保
健

検診の種類 対象（年齢は
受診日現在）

受診できる
医療機関

受診料（自己負担額）
住民税
課税世帯

非課税世帯
か70歳以上

乳がん
（マンモグラ
フィー）

40歳以上で平成27
年度未受診の女性
（２年に１回）

対がん協会、
結核予防会、
北広島病院

1,600円 500円

子宮がん
（けい部） 20歳以上で平成27

年度未受診の女性
（２年に１回）

対がん協会、
結核予防会、
みよしレディ
ースクリニック

1,500円 500円

大腸がん
（便の検査） 40歳以上

対がん協会、
結核予防会、
市内の医療機関

700円 200円

胃がん
（胃バリウム）35歳以上

対がん協会、
結核予防会

1,500円 500円

肺がん
（胸部レント
ゲン）

40歳以上
40～64歳
＝400円

40～64歳
＝100円

65歳以上＝無料
前立腺がん
（血液検査）

40歳以上で平成27
年度未受診の男性
（２年に１回）

600円 200円

骨粗しょう症
（腕のＸ線）

40・45・50・55・
60・65・70歳の女性 300円 100円

エキノコックス
症（血液検査） 小学３年以上 無料

送迎バス
（胃・肺・大腸・乳・子宮・前立腺
がん、骨粗しょう症、肝炎ウイルス、
エキノコックス症、各種健診）

市内乳がん・
子宮がん集団
（乳・子宮がん）

巡回
肺がん
（肺がん）

市内集団・
前期

（胃・肺・
大腸がん）

市内集団・後期
（胃・肺・大腸・前立腺
がん、肝炎ウイルス、エ
キノコックス症、各種健診）

会場 対がん協会 大曲会館　東記念館 市内
25カ所 市内５カ所 市内２カ所

実施時期 ６月の
６日間

12月の
６日間

平成29年２月の
４日間

７月の
１日間

11月の
１日間

７月の
５日間

９月の
４日間 ９月の２日間

本紙
掲載号

５月
１日号

11月
１日号

平成29年
１月１日号

６月
１日号

10月
１日号

７月
１日号 ８月１日号

　平成29年３月31日㈮まで

30歳代健診、国保の特定健診、国保30
歳代健診、後期高齢者健診、肝炎ウイ
ルス検診、生活保護世帯が対象の循環
器健診
６月から受診できます。詳しくは本紙
５月１日号でお知らせします。
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